
令和６年度

加東市（農業）の状況

令和７年度 加東市農業再生協議会 資料

1

報告第３号



【加東市の気象】
加東市は兵庫県の中南部に位置しています。

夏場の高温が続いています。資料：加東市統計より
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【水稲作付け農家数】

水稲を作付けしている農家数は、令和２年
と比較すると、令和６年は△525戸減少し
ています。

水稲を1ha以上作付けしている農家数は
ほぼ横ばいです。
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【水稲の作付】

令和6年の水稲は、1,794ha。
令和5年と比べ、主食米は△29ha減ったが、
酒米は+44ha増えました。

令和6年山田錦は、水稲面積（1,794ha)
の約63％を占めています。
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【転作作物（水稲）】
単位：ha

令和６年と令和５年を比べると

・加工用米は△6ha

・輸出用米（酒造用）は同じ

・米粉用米は+0.4ha増加しています。
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【転作作物（作物）】
作付状況--麦は増えているが、大豆が減少しています。
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単位：ha



令和６年もち麦の収穫量は188ｔ。令
和５年の231ｔと比べ△43ｔ減少しま
した。
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もち麦には、食物繊維やβ-
グルカンなどの栄養素が豊
富に含まれています。

単位：ha

【転作作物（主要）】



【転作（作物なし）】
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単位：ha

令和２年から令和６年
保全管理の農地は、
３１ha増えています。



【米価状況】
令和6年の9月から
米価の上昇が続いて
います。 26,485円/60㎏
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米に関するマンスリーレポート
（令和７年３月号）より
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4,206円/5㎏



【担い手】認定
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増減なし。

増えています。

認定農業者の作付品種：水稲、野菜、麦、果樹



【担い手】営農組合
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生産集団と機械共同利用組合

集落営農の作付品種
麦+水稲、大豆（大豆）+水稲
麦、白大豆、
水稲のみ

増減なし。



【地域計画】
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地域における農業の将来の在り方や農地の利用に関する
目標を定めた計画です。

Ｒ７年３月３１日現在



【各種交付金】
１

（1）戦略作物助成（基幹作のみ）
①麦、大豆、飼料作物、②ＷＣＳ用稲、③加工用米、
④飼料用米、米粉用米への助成

交付単価
（10ａあたり）

① 3.5万円
② 8万円
③ 2万円
④ 5.5〜10.5万円
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２
地域の特色を活かした取組に支援

【兵庫県設定】
①加工用米、②加工用米（複数年契約）、③飼料用米、
④新市場開拓用米、⑤露地野菜（認定農業者など）

交付単価（10ａあたり）
① 1万円
② 1.5万円
③ 1万円
④ 1万円（輸出向け日本酒の原料用米は対象外）
⑤ 3千円

※交付単価は、作付面積の実
績に応じて調整します。
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産地交付金



２
地域における水田農業経営の収益力向上に資する取組を支援

【加東市設定】
①特産品（たきのなす、やまのいも）
②学校給食、③もち麦（特産）
④担い手集積（麦、大豆）
⑤戦略作物二毛作（麦、大豆など）
⑥ＷＣＳ
⑦有機ＪＡＳ

交付単価（10ａあたり）
① 1.1万円
② 1.1万円
③ 3千円
④ 1.1万円
⑤ 1.6万円
⑥ 4千円
⑦ 1.1万円

※交付単価は、作付
面積の実績に応じて

調整します。
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産地交付金



【経営所得安定対策】
• 1）畑作物の直接支払交付金（ゲタ対策）

〇数量払
交付対象：麦、大豆などの当年産の出荷・販売数量

〇面積払
数量払いの対象となる作付けの面積
交付単価 2万円/10ａ

• 2）収入減少影響緩和交付金（ナラシ対策）

---価格が下落した際等に収入を補填する制度
■対象品目 米、麦、大豆

●支援対象：認定農業者、
集落営農、認定新規就農者
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